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【事業所概要（事業所記入）】 【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号

法人名

事業所名

サービス種類
所在地
自己評価作成日

【事業所基本情報】

【評価機関概要（評価機関記入）】 【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

評価機関名

所在地

訪問調査日

ＪＲ阪和線熊取駅から徒歩10分の閑静な住宅街にグループホームつばきがある。3階建
ての建物の2階3階が当事業所で1階は高齢者専用住宅となっており、行事の時などは1階
の利用者様との交流も行っている。手作りおやつや童謡の合唱など、利用者様に合わせ
てレクリエーションを提供している。また、週1回のドライブでは季節を肌で感じて貰
えるように支援している。
徒歩数分の所には煉瓦館と呼ばれる交流センターがあり、利用者様は職員と一緒に桜の
季節にはお花見を楽しむことや、秋のお祭りではだんじりを観ることができる。館内で
催しのある期間は散歩を兼ねて参加している。

平成30年9月7日

情報提供票を活用する場合 （別添情報提供票のとおり）

2791200039

株式会社カメリヤ・プランニング

http://www.kaigokensaku.jp/27/index.php

評価結果市町村受理日

介護サービス情報の公表制度の基本情報を活用する場合

自己評価及び外部評価　結果  

作成日  平成　30　年　10　月　7　　日

特定非営利活動法人　評価機関あんしん

大阪府岸和田市三田町1278番地の2

グループホームつばき

認知症対応型共同生活介護
大阪府泉南郡熊取町大久保東一丁目7番13号
平成30年7月20日

　事業所では、つばきグループの企業理念の他、事業所理念として「その人らしさを尊重して、
安心して暮らせるグループホーム」、「地域との関わりを大切にするグループホーム」、「寄り添
う介護・支援のできるグループホーム」がある。地域密着型サービス事業所として、職員が話し
合って作り上げた理念である。これらの理念は、新人研修は元より、日頃から職員に周知し、
日々実践に向けて取り組んでいる。
　また、独自の取り組みとして、入社の際に、新人研修に加えて、介護に関する知識を問うため
の試験を実施している。合格点に達しなかった場合は、管理者による指導と再試験が課せら
れ、これから介護・支援を行う者としての自覚を高めるための取り組みとして定着している。
　入浴については、これまでは1階の天然温泉のある大浴場での支援を中心としてきたが、転
倒等の怪我のリスクが高まったり、浴場までの移動距離が長く、入浴を拒否する利用者が増加
するなどのデメリットが目立つようになった。そこで職員の発案により各ユニットの個浴への対
応に切り替えた。これにより、入浴を拒否する利用者が減少したり、移動距離や移動時間の短
縮が実現するなど改善が見られ、より良い支援に繋がっている。
　また、外出については、近隣の煉瓦館や毎週土曜日の午後1時から1～2時間程度のドライブ
外出を行っており、毎回7名の利用者に支援している。各利用者については2週間に1回はドラ
イブを楽しめている。行き先は利用者の希望で、海や泉南市のイオンモール、奥水間など馴染
みのある場所や季節に応じた場所などを巡り、利用者の楽しみの一つとなっている。

平成30年10月25日
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実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

○理念の共有と実践

　地域密着型サービスとしての意義を踏ま
えた事業所理念をつくり、管理者と職員
は、その理念を共有して実践につなげてい
る

○事業所と地域とのつきあい　

　利用者が地域とつながりながら暮らし続
けられるよう、事業所自体が地域の一員と
して日常的に交流している

○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている
認知症の人の理解や支援の方法を、地域の
人々に向けて活かしている

○運営推進会議を活かした取り組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの
実際、評価への取り組み状況等について報
告や話し合いを行い、そこでの意見をサー
ビス向上に活かしている

項目

外部評価自己評価

実施状況

2 2

自
己
評
価

外
部
評
価

開設時に職員が話し合って作成した事業所
理念がある。理念は玄関ホールと各階の事
務所内に掲示している他、事業所パンフ
レットに掲載している。新人研修は元より
ミーティング時などに職員間で理念の確認
を行い、理念の実践に努めている。

自治会には加入していない。煉瓦館への散
歩の際や敷地内の清掃活動の際に近隣住民
と挨拶を交わしている。だんじり祭では事
業所の敷地が絶好の見学スポットとなって
おり、地域の人たちとの交流を図る場に
なっている。また、3ヶ月に1回の頻度で地
域で開催される「ひまわりカフェ（認知症
カフェ）」にも毎回利用者が参加してお
り、楽しみの一つになっている。

理念を事務所に掲示し、職員への
周知及び理解を求め、サービスの
質の向上に努めている。

外出時に地域の方たちと挨拶を交
わしたり、秋祭りの時は施設の敷
地内から地域の方たちと一緒に見
学したり、認知症カフェへの参加
で地域の方々との交流を図ってい
る。

つばき新聞を発行し、地域に発信
しています。

高齢介護課・地域包括担当者・地
域代表者・家族様・利用者様が出
席し、行事、ひやりはっと、事故
報告、施設の情報提供を行い、要
望意見を聞いてサービス向上に努
めている。

運営推進会議は奇数月（年6回）に開催して
いる。熊取町担当課職員、地域包括支援セ
ンター職員、地域代表者、介護者家族の会
会長、入居者家族等が参加している。利用
者家族全員に会議への参加を呼びかけてい
る。会議では利用者の暮らしぶりや利用状
況、行事内容などの情報提供を行ったり、
参加者から様々な提案を受けている。会議
の内容は議事録にまとめ、職員全員に回覧
しており、意見等をミーティングで話し合
い、サービスの向上に活かせるよう努めて
いる。

Ⅰ．理念に基づく運営

3

4 3

11

地域との日常的な交流の機会を図るべ
く、散歩や買い物などの近隣への外出
の機会を増やすことを期待したい。



○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を蜜に取
り、事業所の実情やケアサービスの取組み
を積極的に伝えながら協力関係を築くよう
に取り組んでいる。

○身体拘束をしないケアの実践

　代表者及び全ての職員が「指定地域密着型
サービス指定基準及び指定地域密着型介護予防
サービス基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束しないケアに取り組んでいる

○虐待防止の徹底

　管理者や職員は、高齢者虐待防止法等に
ついて学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事
業所ないでの虐待が見過ごされることがな
いよう注意を払い、防止に努めている

○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業
や成年後見人制度について学ぶ機会を持
ち、個々の必要性を関係者と話し合い、そ
れらを活用できるよう支援している

○契約に関する説明と納得

　契約の締結、解約または改定等の際は、
利用者や家族等の不安や疑問点を尋ね、十
分な説明を行い理解・納得を図っている

○運営に関する利用者、家族等意見の反映

　利用者や家族等が意見、要望を管理者や
職員並びに外部者へ表せる機会を設け、そ
れらを運営に反映させている

契約書及び重要事項説明書におい
ては内容を十分説明し質問や意向
を聴き対応し理解して頂いた上で
契約を交わし入居後にトラブルが
ないように努めている。

利用者家族のほぼ全員が1～2ヶ月に一度は
来所しており、その際に、運営等について
の意見や要望を聴き取っている。電話での
連絡時に聴き取ることもある。意見や要望
等は新たに作成した「ご意見ノート」に記
入し、全職員で情報を共有している。これ
により、入浴の機会を増やす取り組みを行
うなど、運営の改善に努めている。

10 6

運営推進会議や面会時に家族様か
ら意見や要望を聴く機会を設けて
いる。また職員一人ひとりが家族
様から意見や要望を気軽に話して
頂けるような雰囲気作りをし、
サービスの向上や改善に努めてい
る。

事業所内で虐待防止に関する研修
を行い意識を高め防止に努めてい
る。

職員全員が学習会に参加するのは
難しいため資料を回覧し、レポー
トを提出して学ぶ機会を設けてい
る。

利用者様契約の重要事項説明書10
に「身体拘束その他入居者の行動
を制限する行為を行いません」を
記載している。職員にも身体拘束
マニュアルの研修を行い周知して
いる。利用者の安全のため玄関の
施錠をしている。外出希望の利用
者様には職員が一緒に外出してい
る。

9

職員の配置を工夫するなど、鍵をかけ
ない暮らしの実現に向けて、更なる取
り組みに期待したい。

運営推進会議で様々な助言をもらってい
る。また、日頃から電話やFAXで情報交換を
行っている他、時には町の担当者が書類を
届けに来所するなど、事業所と町との協力
関係が築けるように取り組んでいる。

法人全体での勉強会で身体拘束に関する研
修会を実施している。参加できなかった職
員については、ミーティング時に伝達研修
を実施し、身体拘束をしないケアにつなげ
ている。各ユニット出入口と1階玄関は安全
を優先して施錠している。外出願望のある
利用者については、職員が一緒に外出する
こととしている。

5 4

運営推進会議で利用者の情報や空
室状況を報告している。その他電
話やFAXでの情報交換を行ってい
る。

6 5

7

8



○運営に関する職員意見の反映

　代表者や管理者は、運営に関する職員の
意見や提案を聞く機会を設け、それらを反
映させている

○就業環境の整備

　代表者は、管理者や職員個々の努力や実
績、勤務状況を把握し、給与水準、労働時
間、やりがいなど、各自が向上心を持って
働けるよう職場環境・条件の整備に努めて
いる

○職員を育てる取組み

　代表者は、管理者や職員一人ひとりのケ
アの実際の力量を把握し、法人内外の研修
を受ける機会の確保や、働きながらトレー
ニングしていくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

 代表者は、管理者や職員が同業者と交流す
る機会を作り、ネットワークづくりや勉強
会、相互訪問の活動を通じて、サービスの
質を向上させていく取組みをしている

○初期に築く本人との信頼関係

 サービスの利用を開始する段階で、本人が
困っていること、不安なこと、要望等に耳
を傾けながら、関係づくりに努めている

管理者は、平素から職員が話しやすい雰囲
気づくりを大切にしている。またスタッフ
会議や朝の申し送り時などに、職員の意見
を聴いている。職員の意見等は、本社で開
催している福祉部会で代表者を交えて話し
合っている。日々の食事や入浴、レクリ
エーションなど様々な面で運営に反映させ
ている。

11 7

年2回の人事考課を行っている。
勤続年数や資格などの手当てを設
け、職員が意欲や向上心を持って
勤務できる職場作りに努めてい
る。

一年を通して社内研修と個別研修
を行い意識向上に努めている。ま
た社外での研修参加を促進してい
る。

職員の意見や提案をいつでも聴け
る環境作りをしている。また企
画・提案書の提出を積極的に行っ
ている。2ヶ月に1回の福祉部会で
意見を反映させている。

認知症カフェへの参加などで同業
者と交流する機会はあるものの、
ネットワークづくりや勉強会の機
会はない。

Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

サービスを開始する前にゆっくり
時間をかけて面談を行い、生活歴
や趣味などの情報把握に努め、不
安や心配事や要望・意見に傾聴
し、より良く信頼関係を築いてい
けるように努める。

13

14

15

12



○初期に築く家族等との信頼関係

 サービスの利用を開始する段階で、家族等
が困っていること、不安なこと、要望等に
耳を傾けながら、本人の安心を確保するた
めの関係づくりに努めている

○初期対応の見極めと支援

 サービスの利用を開始する段階で、本人と
家族等が「その時」まず必要としている支
援を見極め、他のサービス利用も含めた対
応に努めている

○本人と共に過ごし支えあう関係

 職員は、本人を介護される一方の立場に置
かず、暮らしを共にする者同士の関係を築
いている

○本人と共に過ごし支えあう家族との関係

 職員は、家族を支援される一方の立場に置
かず、本人と家族の絆を大切にしながら、
共に本人を支えていく関係を築いている

○馴染みの人や場と関係継続の支援

 本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人
や場所との関係が途切れないよう、支援に
努めている

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、一人ひと
りが孤立せずに利用者同士が関わり合
い、支え合えるような支援に努めている

週1回のドライブの際や家族様と
の外出の時に馴染みの場所を通っ
たり、施設に馴染みの知人の方が
いつでも気軽に面会に来て頂ける
ような環境作りに努めている。

レクリエーションの参加を促し、
日々の生活の中で利用者様同士が
声掛け協力して過ごして頂けるよ
う見守り支援を行っている。

毎週土曜日の午後の1時間程度、利用者の要
望に応えて、海や奥水間など日頃行けない
色々なところにドライブに出かけている。
時には以前住んでいた家を見に行くことも
ある。また、利用者の知人の来所を快く迎
えたり、手紙を一緒に書いて送るなど、馴
染みの人や場との関係が途切れないような
支援に取り組んでいる。

16

家族様が面会に来られた時に施設
での生活の様子を伝え、情報を共
有し意見を頂き、共に利用者様を
支えていく関係を築いている。

利用者様や家族様の意向に沿った
サービス提供ができるように、他
施設の利用も考慮して対応してい
る。

8

21

17

利用者様一人ひとりのADL等を考
慮しながら洗濯物を干したり、た
たんだりなど、日常生活のできる
事を職員と一緒に行って頂き、や
りがいや楽しみを持って暮らして
頂けるように支援している。

家族様から不安なこと、要望は職
員一人ひとりが周知し、随時対応
させて頂いている。また入居後の
利用者様の様子を家族様に報告
し、安心して頂けるように努めて
いる。

18

19

20



○関係を断ち切らない取組み

　サービス利用（契約）が終了しても、こ
れまでの関係性を大切にしながら、必要に
応じて本人・家族の経過をフォローし、相
談や支援に努めている

Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向
の把握に努めている。困難な場合は、本人
本位に検討している

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、
生活環境、これまでのサービス利用の経過
等の把握に努める

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、
有する力等の現状の把握に努めている

○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアの
あり方について、本人、家族、必要な関係
者と話し合い、それぞれの意見やアイディ
アを反映し、現状に即した介護計画を作成
している

利用者様とのコミュニケーション
や家族様からの情報を職員間で共
有し、利用者様一人ひとりに合わ
せた生活環境やケアを提供できる
ように努めている。

個別の記録表にバイタルチェック
や食事・水分摂取量、排泄表の記
録を行い現状の把握に努めてい
る。

状態の変化がみられた時は早急に
ケアカンファレンスを行い、家族
様と連絡をとり、現状に即したケ
アができるように計画の見直しを
している。

24

日頃の支援の中で、職員は利用者に寄り添
い、コミュニケーションを通じて思いや意
向を聴き取るように努めている。意思疎通
が困難な利用者に対しては、利用者の表情
などから把握することが多い。聴き取った
思い等は日報に記録し、職員間で共有して
いる。

入院退所となった利用者様の面会
に行き、相談にのっている。

日常のコミュニケーションの中で
利用者様の言葉に傾聴して思いや
希望に沿えるように努めている。

26

介護計画は、６ヶ月ごとに担当者会議を開
催し見直しを行っている。状態に変化が
あった場合はその都度見直しを行ってい
る。担当者会議には、主にケアマネ
ジャー、担当職員、家族が参加して開催し
ている。家族が参加できない場合であって
も、日頃より家族や利用者の希望等を聴き
取っているため、家族や利用者の意向を反
映した介護計画を作成している。

22

23

25

9

10



○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや
工夫を個別記録に記入し、職員間で情報を
共有しながら実践や介護計画の見直しに活
かしている

○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれる
ニーズに対応して、既存のサービスにとら
われない、柔軟な支援やサービスの多機能
化に取り組んでいる

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源
を把握し、本人が心身の力を発揮しながら
安全で豊かな暮らしを楽しむことができる
よう支援している

○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切に
し、納得が得られたかかりつけ医と事業所
の関係を築きながら、適切な医療を受けら
れるように支援している

○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた
情報や気づきを、職場内の看護職員や訪問
看護師等に伝えて相談し、個々の利用者が
適切な受診や看護を受けられるよう支援し
ている

利用者様の日々の様子や気づきを
個別ノートや業務日誌に記入し職
員間で申し送りをし、情報を共有
しより良いケアができるように努
めている。

就寝時間や入浴時間など利用者様
の体調やリズムに合わせてできる
限り答えるように取り組んでい
る。

地域の内科の往診を受けている。
また希望により従来のかかりつけ
医を受診されたり、他科受診は利
用者様と家族様の希望されている
ところを受診されている。

訪問看護の24時間緊急体制を整
え、週１回の定期訪問看護で日常
の体調の変化を報告し健康管理に
努めている。

協働していない。

31

29

30 11

27

28

事業所では、月2回（第2・4月曜）、協力医
療機関の医師（内科）による往診があり、
その利便性から、ほぼ全ての利用者が、利
用開始時にかかりつけ医を変更している。
他科の受診については緊急性のない場合を
除き家族が同伴している。往診内容につい
ては変化がなければ家族への通知は行って
いない。他科受診では、家族から受診内容
を聴き取っている。診察情報は個人記録に
記録し、職員間で共有している。



○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できる
ように、また、できるだけ早期に退院でき
るように、病院関係者との情報交換や相談
に努めている。又は、そうした場合に備え
て病院関係者との関係づくりを行っている

○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や、終末期のあり方につい
て、早い段階から本人・家族等と話し合い
を行い、事業所でできることを十分に説明
しながら方針を共有し、地域の関係者と共
にチームで支援に取り組んでいる

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全て
の職員は応急手当や初期対応の訓練を定期
的に行い、実践力を身に付けている

○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問
わず利用者が避難できる方法を全職員が身
につけるとともに、地域との協力体制を築
いている

入院時や入院中に家族様を通じて
病院側の治療方針の連絡を受けて
いる。また入院中も面会に行き、
看護師と情報交換を行っている。

32

資格取得時やこれまでの経験等で
知識は得ているが、定期的な訓練
は行えていない。

契約時に重度化や終末期に向けた
方針を十分説明している。利用者
様の体調の悪化など状態に変化が
おこった場合は家族様に報告し話
し合いを行っている。

35 13

事業所の対応指針では、看取りは行わ
ない方針である。しかしながら、今後
も事業所で看取ってほしいという利用
者や家族の期待に応えていくために
も、職員への研修の機会を設け、協力
医療機関等との連携を模索しながら、
チームとして自信をもって看取りが行
えるような体制の構築を期待する。

年に2回消防署の指導のもとで昼
夜の避難訓練を行っている。災害
時用に備蓄品を常備している。

33 12

34

年に2回の防災訓練を行っており、そのうち
1回は消防署員立会いの下で夜間を想定した
訓練を実施している。災害マニュアルを作
成しており、備蓄については利用者と職員
分を合わせて、お粥、水や缶詰など概ね3日
分を建物3階に用意している。災害時には本
社給食センターが、災害対応メニューを作
成し、災害時であっても利用者に十分な食
事の提供ができるような体制を敷いてい
る。近隣住民に対しては、災害時に救助に
駆けつけてもらえるよう、日頃から声掛け
を行うなど、協力体制の構築を図ってい
る。

利用開始時に、事業所が作成した指針によ
り事業所としての看取りは行わない旨の対
応方針を説明している。しかし、重度化や
終末期を迎えることになる家族には、事業
所が作成した「重度化、急変時等について
の意思確認書」により延命措置を希望する
か否かの判断を促し、同意を得ている。



Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

○一人ひとりの人格の尊重とプライバシー
の確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライ
バシーを損ねない言葉かけや対応をしてい
る

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

　日常生活の中で本人が思いや希望を表し
たり、自己決定できるように働きかけてい
る

○日々のその人らしい暮らし

　職員側の決まりや都合を優先するのでは
なく、一人ひとりのペースを大切にし、そ
の日をどのように過ごしたいか、希望に
そって支援している

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやおしゃれがで
きるように支援している

○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよう、一人ひ
とりの好みや力を活かしながら、利用者と
職員が一緒に準備や食事、片付けをしてい
る

個人情報やプライバシー保護につ
いて社内研修を行っており、職員
も利用者様の誇りやプライバシー
を損なわない様に意識し、利用者
様一人ひとりに合わせた言葉かけ
や対応に努めている。

日常生活の中でその都度希望や思
いを受け止め自己決定できるよう
に支援している。

食事は、本社給食センターが１ヶ月ごとに
メニューを作成し、それに基づいた食事を
提供している。事業所内では、各ユニット
でみそ汁やご飯を炊く他、利用者の状態に
応じて刻み食やお粥を作っている。月に１
回、刺身を提供しており、利用者から好評
を得ている。利用者の好みや希望がメ
ニューには反映しておらず、利用者が食べ
残した量を給食センターに報告し、メ
ニューの作成に活かしている。また、利用
者は当番制で調理や後片付けを職員と一緒
に行っている。利用者の食事中、職員は食
事をせず、利用者を見守ったり、食事の介
助を行っている。

今後、メニュー作成時に利用者の希望
を取り入れたり、またバイキング形式
の食事の提供や定期的な外食の機会な
ど、利用者がより一層食事を楽しめる
多様な食事スタイルを提供していくこ
とに期待する。また、職員と利用者が
仲良く食事を共にしたり、職員と一緒
に外食の機会を設けて、さらに食が楽
しいものになるよう改善に期待する。
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39

集団生活の中で個々の希望に沿う
事は難しい時もありますが、でき
る限り本人のペースに合わせ満足
して頂けるように心掛けている。

季節に合った利用者様の好きな服
を職員と一緒に選んで頂いてい
る。月に1回の訪問理容の際も利
用者様の希望を聞いて散髪して頂
いている。

年に１回（5月）、本社研修で個人情報とプ
ライバシー保護についての研修を実施して
おり、管理者が受講している。研修内容
は、ミーティング等の際に、管理者から事
業所職員に対して、伝達研修を行い、研修
内容の周知に努めている。利用者の個人記
録等については、事務所内の鍵付書庫で厳
重に保管している。

40 15

利用者様一人ひとりに合わせた食
事形態や分量で提供している。ま
た個人の能力に合わせて食事前の
テーブル拭きなどできることをお
手伝いして頂いている。

37

38



○栄養摂取や水分確保の支援

　食べる量や栄養バランス、水分量が一日
を通じて確保できるよう、一人ひとりの状
態や力、習慣に応じた支援をしている

○口腔内の清潔保持

　口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎
食後、一人ひとりの口腔状態や本人の力に
応じた口腔ケアをしている

○排泄の自立支援

　排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一
人ひとりの力や排泄パターン、習慣を活か
して、トイレでの排泄や排泄の自立に向け
た支援を行っている。

○便秘の予防と対応

　便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食
物の工夫や運動への働きかけ等、個々に応
じた予防に取り組んでいる

○入浴を楽しむことができる支援

　一人ひとりの希望やタイミングに合わせ
て入浴を楽しめるように、職員の都合で曜
日や時間帯を決めてしまわずに、個々に応
じた入浴の支援をしている

排泄チェック表で利用者様それぞ
れの排泄パターンを把握しトイレ
誘導の声掛けをさせて頂いてい
る。できる限りトイレでの排泄が
出来るように支援している。

利用者様の体調や希望を考慮して
週2～3回の入浴を行っている。ま
た便失禁などあった場合は清潔保
持のため、その都度シャワー浴を
行っている。できる限りプライバ
シーに配慮して、入浴の時間は利
用者様に楽しんで頂けるように支
援している。

排泄チェックを行い便秘がちな方
に対しては水分補給を促し、医師
や看護師の相談のもと緩下剤を服
用して頂いている。

毎食時ごとに食事量、水分摂取量
を記録している。給食センターで
バランスを考えたメニューや糖尿
食や減塩食の提供も行い個々に対
応している。

毎食後に利用者様の能力に応じた
口腔ケアを行っている。週1回歯
科衛生士による口腔ケアも実施し
ている。

排泄については自分でトイレに行く利用者
が多い。利用者ごとに排便、排尿チェック
シートを作成し、利用者の排泄パターンを
把握している。便秘が続く利用者には医師
が処方している薬を服用してもらい、排便
コントロールを個別で行えるよう支援をし
ている。排便の際にはプライバシーに配慮
し、それとなく便の状態を本人に尋ねた
り、トイレから退出後すぐにトイレ内の確
認をしている。

原則として週に2回、午前中を入浴時間とし
ている。希望により週に3回の入浴も可能で
ある。入浴中、浴槽には絶えず新しい湯を
継ぎ足しており、利用者ごとの湯の入れ替
えはしていない。また、季節に応じてゆず
湯を提供するなど入浴が楽しいものになる
ような工夫をしている。排泄に失敗するな
ど汚れが多い時にはシャワー浴での対応を
行っている。入浴を拒む利用者には入浴時
間の変更や声掛けする職員を変える等の工
夫をしている。最近までは天然温泉のある
１階大浴場での入浴支援が中心であった
が、浴室を各ユニットにある個浴に変更し
た。これにより入浴を拒否する利用者が減
少したり、移動距離や移動時間の短縮等、
一定の成果が上がっている。
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43 16

44

45 17



○安眠や休息の支援

　一人ひとりの生活習慣やその時々の状況
に応じて、休息したり、安心して気持ちよ
く眠れるよう支援している

○服薬支援

　一人ひとりが使用している薬の目的や副
作用、用法や要領について理解しており、
服薬の支援と症状の変化の確認に努めてい
る

○役割、楽しみごとの支援

　張り合いや喜びのある日々を過ごせるよ
うに、一人ひとりの生活歴や力を活かした
役割、嗜好品、楽しみごと、気分転換等の
支援をしている

○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望にそって、戸
外に出かけられるよう支援に努めている。
また、普段は行けないような場所でも、本
人の希望を把握し、家族や地域の人々と協
力しながら出かけられるよう支援している

○お金の所持や使うことの支援

　職員は、本人がお金を持つことの大切さ
を理解しており、一人ひとりの希望や力に
応じて、お金を所持したり使えるように支
援している

個々のカルテに薬剤情報を綴って
おり、全職員が閲覧確認し理解し
ている。薬の変更や臨時薬が処方
された場合は申し送りを行い職員
全員が把握できるようにしてい
る。

家族様よりお小遣いを預かり管理
させて頂いている。利用者様の希
望や必要に応じて出金させて頂い
ている。

47
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個々の希望に沿って日常的な外出
はできませんが、週1回のドライ
ブや秋祭り、お花見などの行事
や、家族様との外出を支援してい
る。

洗濯物干し、洗濯物たたみや花の
水やり、食器拭き等、利用者様の
できる事を無理のないようにして
頂けるように支援している。

起床、消灯時間は決まっている
が、その日によって好きなテレビ
番組などがある日などはいつもよ
り長く起きていたり、利用者様の
ペースに合わせてお休み頂けるよ
うに支援している。

職員の配置等に工夫を行い、利用者の
体調に配慮しながらも、年間を通じ
て、日常的に近くを散歩したり、買い
物に出掛ける等、外出の頻度を増やし
ていけることを望む。

毎週土曜日の午後1時から2時まで、ドライ
ブによる外出を楽しんでいる。毎回7名のグ
ループで出かけているため、各利用者は概
ね2週間に1回は、この外出ができるように
支援している。利用者の馴染みの場所やそ
の時節に合った場所へ出かけている。春に
は、岸和田市や泉佐野市の桜の名所へ花見
に行ったり、1ヶ月に1回程度、近くのキリ
ン堂や煉瓦館に出向いたり、毎週木曜日に
職員と一緒に買い物に出かけている。

46



○電話や手紙の支援

　家族や大切な人に本人自らが電話をした
り、手紙のやり取りができるように支援し
ている

○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）は、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている

○共用空間における一人ひとりの居場所づ
くり
　共用空間の中で、独りになれたり、気の
合った利用者同士で思い思いに過ごせるよ
うな居場所の工夫をしている

○居心地よく過ごせる居室の配慮

　居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家
族と相談しながら、使い慣れたものや好み
のものを活かして、本人が居心地よく過ご
せるような工夫をしている

○一人ひとりの力を活かした安全な環境づ
くり
　建物内部は一人ひとりの「できること」
や「わかること」を活かして、安全かつで
きるだけ自立した生活が送れるように工夫
している

各居室やリビングのソファー・テ
ラス等自由にくつろげる場所があ
る。

居室には利用者様や家族様の希望
に合わせた家具を入れて頂き、思
い出の物品や写真を飾り心が落ち
着く環境作りをしている。また安
全に配慮して家具の配置に工夫し
ている。

フロア内、トイレ、浴室には安全
面に配慮して手すりを設置してい
る。職員が見守りを行いながら利
用者様個々の身体状況に合わせて
安全で自立した生活が送れるよう
に支援している。
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共用空間は毎日掃除を行い、天候
や時間帯に合わせて空調光・テレ
ビや音楽の音量調節に配慮してい
る。各テーブルには、施設の庭で
咲いている季節の花を飾り、和む
スペース作りを心掛けている。ま
た利用者様が製作した季節の壁飾
りやレクリエーションやドライブ
に行った時の写真を飾っている。

利用者様から家族様に電話をされ
たり、家族様からの電話や手紙の
取次を行っている。

54 20
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利用者の居室は毎日職員が清掃し、清潔を
維持している。ベッドとエアコン以外は、
タンス等の家具や写真、カーテン、ぬいぐ
るみ等、利用者や家族が自由に持ち込んで
いる。衣替えや部屋の模様替えなどは、利
用者と家族で自由に行っている。シーツの
交換は週に1回、居室の清掃担当者が行って
いる。各居室内のエアコンのリモコンは、
安全面を優先して事務所で保管し、職員が
設定温度等の調整をしている。

利用者は日中共用空間である食堂兼リビン
グで過ごすことが多い。壁には、行事の写
真や利用者が作成した花火の貼り絵やカレ
ンダーを飾っていたり、季節に応じた作品
展示を行っている。利用者が好む音楽やＢ
ＧＭを流すなど、リラックスして過ごせる
雰囲気を作り出している。食堂兼リビング
から直接出入りできるテラスには、テーブ
ルや椅子を設置しており、外気に触れ、草
花に触れたり、おやつの時間を過ごす等、
気分転換が図れるような空間を確保してい
る。



Ⅴ　アウトカム項目

○

○

○

○

○

○

○

○

○

①ほぼ全ての家族と
②家族の３分の２くらいと
③家族の３分の１くらいと
④ほとんどできていない

59
利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられれている

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

①ほぼ全ての利用者の
②利用者の３分の２くらいの
③利用者の３分の１くらいの
④ほとんど掴んでいない

職員は利用者の思いや願い、暮らし方の意向を
掴んでいる

63
職員は、家族が困っていること、不安なこと、
求めていることをよく聞いており信頼関係がで
きている

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている

57

①毎日ある
②数日に1回ある
③たまにある
④ほとんどない

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

62

60

61

56

利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地域
の人々が訪ねてきている

①ほぼ毎日のように
②数日に1回程度
③たまに
④ほとんどいない

58 利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない



○

○

○

①大いに増えている
②少しずつ増えている
③あまり増えていない
④全くない

66 職員は活き活きと働けている

①ほぼ全ての職員が
②職員の３分の２くらいが
③職員の３分の１くらいが
④ほとんどいない

67
職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

①ほぼ全ての利用者が
②利用者の３分の２くらいが
③利用者の３分の１くらいが
④ほとんどいない

68
職員からみて利用者の家族等はサービスにおお
むね満足していると思う

①ほぼ全ての家族が
②家族の３分の２くらいが
③家族の３分の１くらいが
④ほとんどできていない

65
運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係
者とのつながりの拡がりや深まりがあり、事業
所の理解者や応援者が増えている


